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(2) 広報うあ、づ

一
般
会
計
補
正
予
算

四
億
六
千
八
百
四
十
八
万
八
千
円

9
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
ロ
日
が

ら
幻
日
ま
で
の

日
日
聞
の
日
程
で
聞

か
れ
、
提
出
さ
れ
た
同
議
案
の
う
ち

8
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

昭
和
臼
年
度
一
般
及
び
特
別
会
計
な

ど
決
算
認
定
に
か
か
る
議
案
は
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

議
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平成元年10月

議
決
さ
れ
た
案
件

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
九
第

2
号
)

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
四
億
六
千
八
百
四

十
八
万
八
千
円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
百
十
七
億
九
千
八
百
六
十
五
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も
の
は

総
務
費

行
革
特
例
法
の
規
定
に
よ

り
昭
和
幻
年
度
か
ら

ω年
度
ま
で
の

特
例
適
用
期
間
に
お
け
る
長
期
給
付

に
要
す
る
費
用
に
係
る
市
負
担
金
の

減
額
分
三
千
八
百
三
十
万
円
、
市
庁

舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
費
二
千

百
万
円
、
財
政
調
整
基
金
二
億
円
な

ト戸」
。

衛
生
費

老
人
保
健
事
業
等
千
三
十

万
円
な
ど
。

農
林
水
産
業
費

国
の
承
認
増
に
よ

る
農
地
費
の
団
体
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
等
に
二
千
百
七
十
万
円
、
県
単

林
道
開
設
事
業
等
に
七
百
三
十
万
円

な
ど
。

土
木
費

小
川
寺
地
内
の
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
費
七
百
九
十
万
円
、

道
路
新
設
改
良
費
三
千
五
百
九
十
万

円
、
国
の
承
認
増
に
よ
る
桃
山
運
動

公
園
築
造
費
二
千
九
百
万
円
な
ど
。

教
育
費

小
学
校
修
繕
工
事
費
等
一

千
九
百
五
十
万
円
な
ど
。

災
害
復
旧
費

農
林
水
産
業
施
設
災

害
復
旧
費
千
二
百
四
十
万
円
。

な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
の
財
源
と
し
て
、

市
税

・
分
担
金
及
び
負
担
金

・
国
庫

支
出
金

・
県
支
出
金

・
寄
附
金

・
繰

越
金
及
び
市
債
を
充
当
し
ま
し
た
。

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

l
号
)

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
七
百
五
十

万
円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十

一

億
九
千
百
四
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
二
百
四
万

円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
千
八
十

八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

1
号
)
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

二
千
三
百
九
十
二
万
一
千
円
を
追
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
四
億

一
千
九
百

九
十
二
万

一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

マ
平
成
元
年
度
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

l
号
)

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
十
一
万
九

千
円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
千
七

百
五
十
四
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

マ
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
(
選
挙
長
等
の
費
用
の
増
額
)

マ
昭
和
臼
年
度
魚
津
市
継
続
費
精
算

報
告
書
(
村
木
小
学
校
校
舎
増
改

築
事
業
)

人

事

案

件

マ
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
再
任
に
つ
い
て
同
意

上
村
木
二
丁
目

6
1
8

浦

団

法

氏

市
農
業
共
済
事
業
、
魚
津
市
水
族

館
事
業
の
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
並
び
に
魚
津
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
委
員

継
続
審
議
と
な
っ
た
案
件
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あ
な
た
の
一
言
が
社
会
に
生
き
る

談
週
間

適

年
金

・
保
険

・
税
金

・
登
記

・
福

祉

・
道
路

・
公
害

・
交
通
安
全

・
J

R
・
N
T
T
な
ど
国
の
役
所
や
特
殊

法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情

や
困
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
知
り
た

い
こ
と
な
ど
の
砂
苦
情
救
済
。
と

H

公

聴
サ
ー
ビ
ス
。
を
行
う
の
が
、
総
務

庁
の
行
政
相
談
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
行
政
相
談
委
員
及
び

富
山
行
政
監
察
事
務
所
(
富
山
市
牛

島
新
町
日
!
?
富
山
合
同
庁
舎
5
階

宮

0
7
6
4
1
引

Ul
-
-
o
o
)
で

は
、

い
つ
で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
お

り
ま
す
。

も
し
、
国
の
行
政
に
不
満
な
点
が

平成元年10月

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

行
政
相
談
委
員

住

吉

智

恵

子

さ

ん

(
自
宅
)
末
広
町
叩
|
げ

g
n
|
3
9
0
6
 

広報うあ、づ(3) 

あ
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
話
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の

一
言
が
、
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

員
と
は

lr 行
政
相
談
委
員
は
法
律
に
基
づ

い
で
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
間
の
有
識
者
で
、
す
べ
て

の
市
(
区
)
町
村
に
必
ず
一
人
は
い

ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
度
の
行
政

相
談
は
約
二
十
三
万
件
で
、
こ
の

う
ち
七
割
以
上
が
行
政
相
談
委
員
・

の
受
け
た
も
の
で
し
た
。

昭
和
白
年
4
月
に
行
政
相
談
委
員

一

に
就
任
以
来
ロ
年
の
経
験
を
有
す
る
…

ベ
テ
ラ
ン
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一

民
生
・児
童
委
員
も
長
年
務
め
ら
れ
、
一

ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
で
も
お
な
じ
み
の
気
一

さ
く
な
方
で
す
。

一

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

。

市

役

所

で

の

行

政

相

談

日

一

・
と

き

毎

月

第

l
・
第

3
木
曜
日
一

午
後

1
時
1

4
時

一

・
と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

一

月 j去

;無2
L 料ご

高法翠
立律存
f相事

毒談

時

無
料
法
律
相

談

き

叩

月

M
日
(
火

)午

後

l
時

1
4
時

と

こ

ろ

市

役

所

会

議

室

県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
市

役
所
市
民
相
談
室

へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
官
詑
|
2
2
0
0
内
線
問

と

市

民

相

談

き

日

曜

・
祭

日
及
び
第

2

・

第

4
土
曜
日
以
外
の
毎
日

午

前

9
時

i
午

後

5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と

こ

ろ

市

役

所

市

民

相

談

室

とと

教

育

相

談

き

毎

週

月

曜

日

と

木

曜

日

午

前

9
時

1
午

後

5
時

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

(住
吉
小
学
校
隣
り
)

ル
」
、
」
人

J

高
年
齢
者
職
業
相
談

き

日

曜

・
祭
日
及
び
第

2
・

第

4
土
曜
日
以
外
の
毎
日

午

前

9
時

i
午

後

5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と

こ

ろ

市

役

所

高

年

齢

者

職

業

相

談

室

とと

内

職

相

談

き

毎

週

火

・
水

・
金
曜
日

午

前

9
時

l
午

後

4
時

市
役
所
商
工
観
光
課
内

井
」
、
」
ヲ
つ

と

き人

魚 I10 
津 4月 揺霊
サ時 13・.... 

ii相
ザ午ュ，
3 後 長火

階 l
時

L
」
、
」
'
つ

交
通
事
故
の
無
料
相
談

月
曜
日

i
金

曜

日

午

前

9
時
犯
分

i
午
後
4
時

ω分

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

っ
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

。
弁
護
士
相
談
日

(無
料
)

O
と
き

毎
月

第

2
・
第

4
木
曜
日

午
後

1
時

1
4
時

O
と
こ
ろ

(
社

)
日
本
損
害
保
険
協

会

富
山
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
(
富
山
市
桜

橋
通

l
l
m
住
友
生
命
富

山

ビ
ル

7
階
)

宮

0
7
6
4
@
2
2
9
4

*
電
話
の
相
談
も
受
け
ま
す
。

O
と
き

オO年以上

農|新規設定 I 8，000円 1 20，000円 130，000円

地|再設定 116，000円 124，000円
面的集積(おお|再設定の場合は、面的集積

むね60戸-)レ)I(おおむね60戸-)レ〉を満だ

を満疋すこと|すこと

中核的な担い手に貸しげけること

要件等

後
継
者
が
い
な
い
と
か
、
農
作
業

を
委
託
し
て
い
る
農
家
の
皆
き
ん
、

農
用
地
利
用
増
進
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
市
が
農
家
の
申

し
出
に
よ
り
権
利
の
設
定

・
移
転
の

計
画
を
ま
と
め
た
「
農
用
地
利
用
増

進
計
画
」
を
作
成
し
、
公
告
す
る
こ

と
に
よ
り
成
立
し
ま
す
。

〈特
典
〉

①
貸
し
手
農
家
に
は
上
の
表
の
よ
う

な
助
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
農
地
法
の
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

③
期
限
が
く
れ
ば
離
作
料
な
し
で
必

ず
返
っ
て
き
ま
す
。

④
離
農
し
た
と
き
は
離
農
給
付
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
今
年
度
は
、
別
に
市
か
ら
、

新
規
で

6
年
以
上
の
設
定
を
し
た
貸

し
手
に
、
日
ア
ー
ル
当
た
り
五
千
円

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
農
政
課
へ
。

宮
②
2
2
0
0
内
線
3

311
0』



(4) 広報うおづ平成元年10月

もう一度その目でその手カギをした

合
邑

固

悶

~ 

寸あ
き
巣
ね
ら
~い
」
を
防
ゃ
に
は

で
き
る
だ
け
家
を
空
け

な
い
の
が
一
番
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
留
守
に
な
る

と
き
は
、
確
実
な
戸
締
り

と
ご
近
所
の
協
力
が
必
要

で
す
。

178件総件数

包
関

O
カ
ギ
は
性
能
の
良
い
も
の
を
つ
け
、

出
入
口
に
は
補
助
錠
も
。

O
ふ
だ
ん
忘
れ
が
ち
な
応
接
間

・
浴

室

・
便
所
な
ど
の
高
窓
や
二
階
の

窓
も
忘
れ
ず
戸
締
り
を
。

O

一
晩
中
洗
濯
物
が
出
て
い
た
り
、

乗 物 盗

53件 (29.8%)

新
聞
が
入
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
の
は
留
守
を
知
ら
せ
る
よ
う
な

も
の
。

O
カ
ギ
は
入
口
付
近
の
牛
乳
箱
な
ど

に
入
れ
な
い
。

O
で
き
れ
ば
防
犯
ベ
ル
を
つ
け
る
。

O
あ
き
巣
は
ア
パ
ー
ト

・
マ
ン
シ
ョ

ン
が
ね
ら
わ
れ
や
す
い
。

昨年に比べ

55件(65%)の

減少

万引き、車上ねらい

85件 (47.7%)

0すぐ110番で警察へ

通知。

0現場は、そのままに

しておく 。

ちらかったものを

片付けたり、泥を

掃いたりしない。

……有
害
環
境
いの
浄
他
は
一太
一ん
の
責
任

私
た
ち
の
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ

で
、
少
年
た
ち
は
い
ろ
ん
な
形
の

誘
惑
に
と
り
つ
か
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
心
を
ゆ
が
め
ら
れ
て
非
行
に

走
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
、
少
年
に
有

害
な
環
境
の
浄
化
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

昨
年
中
に
補
導
さ
れ
た
刑
法
犯

少
年
の
居
住
地
別
に
、
近
隣
市
町

と
比
較
し
た
の
が
下
表
で
す
。
魚

津
の
発
生
率
の
高
き
が
気
に
な
り

ま
す
。

平成元年1月-7月

魚津市における

少年補導状況

地区
補導 非iT
人員 率

朝日 12 2.7 

入善 57 7.2 

黒部 49 4.9 

字奈月 13 7.6 

魚 津 122 9.8 

滑川 41 5.6 

富 山 691 8.0 

県下 2，025 1.7 

刑法犯少年
非行率=一一一一一Xl，∞o

少年人口

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン

r

の
コ
ー
ナ
ー

富
山
宮

0
7
8
4
t
m
t
5
0
5
7

0
相
談
時
間

8
時
ぬ
分
l
げ
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ぬ
分

ま
で
。
日
曜
休
み
。

》h品寸生中一 高校生
有 鉦 メE入I 

λ十生主ん
職 職 言十

更衣室荒し 1 1 

買物資 3 3 

オートパ盗イ 2 1 2 2 7 

自転車 盗 1 3 5 9 

万引 き l 13 10 2 26 

その他 6 6 

合計 2 24 19 5 2 52 
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川
の
瀬
団
地
の
宅
地
の
分
譲
申
込
み
を
随
時
受
付
け
て
お

り
ま
す
。

0
申
込
み
・
間
合
先

(財
)魚
津
市
開
発
公
社

(
魚
津
市
役
所

3
階
開
発
課
内
)

E
n
l
2
2
0
0

内
線
3

7
1

O
申
込
み
方
法

公
社
の
所
定
の
申
込
み
書
に
記
入
の
上
、
住
民
票
謄
本

・

所
得
証
明
書
を
添
付
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

平成元年10月広報うあ、づ(5) 

〔
施
設
の
概
要
〕

①
所
在
地

魚
津
市
東
尾
崎

・
木
下
新
地
内

②
区
画
面
積
(
一
区
画
当
た
り
)

約
加
ぽ
(
約
臼
坪
)

i
約
山
川
川
(
約
問
坪
)

③
設
備

市
上
水
道

・
市
公
共
下
水
道

・
L

P

G
集
中
管
理
方
式

・
八
ム
国

・
テ

レ
ビ
共
同
受
信
方
式

(
衛
星
放
送

を
含
む
)
・集
会
場

④
建
築
規
制

良
好
な
住
環
境
の
維
持

・
保
全
を

図
る
た
め
建
築
協
定
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑤
通
園

・
通
学

経
団
幼
稚
園

・
経
団
保
育
悶

・
吉

山崎
保
育
園

・
西
布
施
保
育
園

・
吉

島
小
学
校

・
東
部
中
学
校

(願

い
に
よ
り
経
団
小
学
校
も
入

学
可
能
)

川
の
瀬
団
地
住
宅
展

O
と
き

日
月

3
日
(
金

)
1
5
日
(
日
)

日
月
日
日

(土
)
j

ロ
日
(
日
)

O
と
こ
ろ
川
の
漸
住
宅
団
地
内

図 :7:~:::;:; 画区地団宅住瀬の



(6) 広報うあ、づ平成元年10月

マ
部
門

交
一
般
の
部

第
一
部
絵
画
(
日
本
画

・
洋
画
)

第

二

部

書

第

三

部

彫

刻

第

四

部

工

芸

第

五

部

写

真

第

六

部

華

道

会
教
育
の
部
(
小

・
中
学
校
)

図
画

・
書

・
工
作

マ
規
格

①
日
本
画

・
洋
画
は
叩
号
(
日

m

×
山
側
)
以
上
問
号
以
内
で
額
装

と
し
、
掛
軸
の
出
品
は
認
め
な
い
。

②
書
は
額
又
は
枠
張
り
で
、
日
号

以
上
引

m×
m
m以
内
と
し
、
縦
・

横
と
も
自
由
と
す
る
。

(
た
だ
し
、
て
ん
刻
に
つ
い
て
は

制
限
な
し
と
す
る
。)

③
彫
刻

・
工
芸
は
制
限
な
し
。

一
私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

マ
主
題

①
私
の
好
き
な
「
ま
ち
な

日
月
1
日
(
水

)
i
n月
4
日
(
ま
出

み
」
②
古
き
よ
き
「私
の
ま
ち
」

③
い
き
い
き
「
ま
ち
か
ど
」

マ
応
募

①
白
黒

・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
で
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
か
ら
四

ッ

切
ま
で
。
②
応
募
数
制
限
な
し
で

作
品
は
返
却
し
な
い
。
③
作
品
の

裏
に
題
名
、
撮
影
場
所
、
年
月
日
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話

番
号
、
職
業
、
応
募
部
門
を
明
記

マ
送

り

先

干

川
東
京
都
文
京
区

本
郷

2
丁
目
げ
番
目
号
広
和
レ
ジ

デ
ン
ス
凶
日
本
交
通
計
画
協
会
内

第
6
回
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
L

事
務
局

※
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
都
市
計
画

課
へ
。
包
②

2
2
0
0
内
線
抑

マ
締
切

平
成
元
年
ロ
月
末
日

術
展
覧
会

と

き

と
こ
ろ魚

津
市
農
協
会
館

3

・4
階

④
写
真
は
カ
ラ
l

・
白
黒
と
も
半

折
以
上
、
組
み
写
真
は

4
ツ
切
以

上

m
m
×

m
m以
内
と
す
る
。
パ

ネ
ル

・
枠
装

・
額
装
と
し
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
出
品
は
認
め
な
い
。

⑤
出
品
作
品
は
、
原
則
と
し
て
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し

他
の
公
募
展
に
出
品
し
た
作
品
は

審
査
の
対
象
外
と
す
る
。

マ
申
し
込
み
期
限

所
定
の
申
込
書
で
叩
月
お
日
(
水
)

正
午
ま
で
市
教
育
委
員
会
へ
。

マ
搬
入出

品
作
品
は
所
定
の
出
品
表
を

貼
り
、
日
月
訂
日
(
火
)
午
前
日
時
か

ら
午
後
1
時
ま
で
に
魚
津
市
民
協

会
館
へ
搬
入
す
る
こ
と
。

マ
搬
出出

品
作
品
は
日
月

4
日
(
土
)
午
後

5
時
か
ら

7
時
ま
で
に
会
場
か
ら

搬
出
す
る
も
の
と
し
、
期
日
ま
で

に
搬
出

・
引
き
取
り
の
な
い
も
の

は
、
市
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と

が
あ
る
。

マ
問
合
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

包
②

2
2
0
0
内
線
州

九
文
化
講
演
。
宮
川

自

入
場
無
料

g

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
主
催

の
第
四
回
文
化
講
演
会
が
次
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

O
と
き
叩
月
刊
日
(
木
)

午
後
6
時
初
分

O
と
こ
ろ
魚
津
平
安
閑
(
北
鬼
江
)

O
講
師
東
京
大
学
教
授

工

学

博

士

高

野

政

晴

氏

。
テ
ー
マ

「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
現
状
と
将

来
l
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
を
目

指
し
て

1
」

‘¥ 

時
月
の
姉
械
は
鱗

発 婦市第 大会市老第12 議笛なスン座公劇団
り(芸A 老 ろ会ピ

萩筆曲 扇流京会 表会 日
催

表 40 )居芝 入 会(ア

(西本舞踊
会大意見人 車津回 芸能入 津傷園

の j寅カ

踊と 安慰演 ) すあな 表発ノ 会の 表発
物

)不思 ツ 名ノ、ノマ '--'ぷzz〉、 )川発

PM 29 AM 26 PM 22 AM 21 30 PM 8 30 PM 7 30 PM 1 と
時1亘日 時93日3 時2亘日 1時0三日 分 1時2亘日 分時6三日 分時0互日 き

鉦 鉦

一書円二 券当白 書一円二 売券前 五只肖 券当日
鉦 鉦 鉦 入

料 料 料 料 料
場料

鶏
鈎
阿
部
何
回
届
特
湖
自
由
刷
会

本
田
会
計
事
務
所

所

長

本

田

百

合

子

氏

。
演
題

「暮
ら
し
の
中
の
税
知
識
」

・
年
末
ま
で
に
で
き
る
奥
様
の

節
税
対
策

・
こ
ん
な
に
変
わ

っ
た
税
制

.
や
さ
し
い
税
知
識

O
講
師

O
定
員
先
着
百
名
(
整
理
券
必
要
)

O
入
場
無
料

O
申
込
み
方
法
は
が
き
、
電
話
、

又
は
郵
便
局
備
え
付
け
用
紙
で
。

O
申
込
み

・
間
合
先
本
江
宇
中
の

坪
1
0
0
7
魚
津
郵
便
局
庶
務

会
計
課

岱
②

5
4
9
8



き

10 
月

1028 
月日
29全
日ご
盲 i

と
こ
ろ

市

農

協

会

館

平成元年10月

魚
津
市
農
業
祭
は
、
農
業
協
同
組

合
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
に
よ
り
農

林
産
物
品
評
会
な
ど
多
彩
な
行
事
を

盛
り
こ
ん
で
魚
津
市
農
協
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
米
の
消
費
拡

大
と
米
に
つ
い
て
の
正
し
い
認
識
を

深
め
る
た
め
、
魚
津
市
米
ま
つ
り
も

開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

O

一
般
参
観
と
即
売
会

叩
月
お
日
(
土
)

午
前
9
時
ぬ
分

1
午
後

5
時

叩
月
鈎
日
(
日
)

午
前
9
時

1
午
後

4
時

O
展
示

コ
ー
ナ
ー

・
農
林
産
物
品
評
会
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
4
階
ホ
l

ル

.
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー

農
協
会
館
3
階

.
米
に
関
す
る
児
童
画
展

.
優
良
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
即
売

.
米
利
用
料
理
展
示
コ
ー
ナ
ー

.
婦
人
団
体
に
よ
る
食
堂
開
設

.
花
の
写
真
展

O
品
評
会
出
品
物
の
搬
入
受
付

日
月
幻
日
(
金
)
午
前
日
時
1

午
後
1
時
初
分

農
協
会
館
4
階
大
ホ
ー
ル

広報うあ、づ

マ
対
象
と
す
る
花
魚
津
市
内
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
花
又
は
花
の
風
景
、

花
と
の
生
活
な
ど
。

マ
作
品

1
枚
写
真
(
四
ツ
切
り
、

カ
ラ
1
写
真
)

(7) 

魚
津
市
民
で
、
自
作

マ
応
募
資
格

の
も
の
。

マ
締
切
叩
月
初
日
(
木
)

マ
提
出
先
魚
津
市
役
所
農
政
課

包
(⑫

2
2
0
0
内
線

m

等
の

り
講
習
会

庭
木
や
植
木
等
大
切
な
樹
木
を
雪

に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め
、

雪
吊

り
や
雪
囲
い
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

富
山
県
緑
化
造
園
土
木
協
会
で
は
、

こ
の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
講
習
会
の
費
用

は
無
料
で
す
。

O
と
き
日
月
辺
日
(
日
)

午
前
叩
時
か
ら
正
午
ま
で

O
と
こ
ろ
魚
津
総
合
公
園

(
県
道
山
側
)

0
間
合
先
市
役
所
都
市
計
画
課
公

園
係
宮
②

2
2
0
0
内
線
抑

f 、“ I
! 司 T" -川!い I

ぜ~";...~-， 門司p!"" n 
叫.'.....，..J ， ..... ・・・・幽・・・・・・面白逼聞・・.... 

a・・・・E盟国圃..司園田E ‘司副Z

[71i 
g?優
Q 手〆
門 ヨ

し lj 
~ 三 夕

、ー::Y:j¥??"I 1" 

午前11時-12時

どなたでも気軽に

参加でき、セリ

おちた魚は代

金と引き換

えます。

グ
…滅紘
一級
……惣一
沙
み
捕
り
大
会

午
前
日
時
i
u
時

ブ
リ
制
匹
を
水
深

m
m
の
プ

l
ル

に
放
流
し
て
の
つ
か
み
捕
り
大
会
。

入
場
料

一、五C
D

円

(
一
人
一
枚
限
り

先
着
順
)
着
替
え
が
必
要
。

きコーナー
午前10時~

はまくいり、パイ 貝などを

展示即売で買ったお客

様が、自ら焼〈コー

ナ一。

…
秋
の
苗
木
即
売
会

…

O
日
時
叩
月
日
日
(
日
)

午
前
9
時

i
午
後
3
時

魚
津
市
役
所
前
公
園

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
カ
エ

デ
、
サ
ザ
ン
カ
ほ
か

側
種
、
四
、

0
0
0本

魚
津
市
緑
化
推
進
委
員
会

新
川
森
林
組
合

。
場
所

。
種
類

。
主
催

大漁

鍋コーナー
午前10時~
とれたてのいきのよい魚

を材料に使った大鍋コーナ-

lパイ 200円



(8) 

場

広報うあ、づ

広

平成元年10月

-一府
一J

閣は
穣
校
体
育

通
一一盟
秋
季
犬
会

9
月
比
日
午
後
、
西
部
中
学
校
と

東
部
中
学
校
に
よ
る
各
種
体
育
競
技

の
大
会
が
両
中
学
校
や
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
、
時
折
激
し
い
雨
の
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

両
校
生
徒
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

こ
ば
と
箆
童
セ
ン
タ
ー

8
M
l
2
4
0
2
 

m月
の
行
事

ザ
・チ
ャ
レ
ン
ジ

8
日
(
日

)
2
時

卓

球

大

会

辺

日

(
日
)2
時

、
診

F
r
料

理

ク

ラ

ブ

却

日

(
日
)

d

ω

J

申
し
込
み
は
、
加
日
(
金
)
ま
で
。

〆

!

¥

詳
し
い
こ
と
は
、
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

''-
- ~、 ，...ぐ

..:;・

雨中のサッカー

、j

グ
思
い
や
り
4

の
花
|
咲
き
ま
し
た

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
花
の
運
動
実
施
校

に
大
町
小
学
校
を
選
定
し
、
生
徒
に

花
の
栽
培
を
通
じ
て
、
や
さ
し
い
思

い
や
り
の
心
を
育
て
、
人
権
尊
重
の

意
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
夏
休

み
期
間
中
に
花
鉢
の
管
理

・
育
成
を

依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

大
き
く
美
し
い
花
に
育
っ
た
鉢
植
が
、

老
人
福
祉
施
設
の
新
川
ヴ
ィ
|
ラ
や

各
学
校
及
び
市
民
の
出
入
り
の
多

い
官
公
庁
な
ど
に
配
布
さ
れ
、
訪

れ
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

元
気
く
ん
と

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

大

崎

拓

真

く
ん
(
敏
治

・
淳
子
さ

ん

夫

妻

の

長

男

)

鹿

熊

平
成
元
年
5
月
比
日
生
ま
れ

， 

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

思
い
や
り
の
あ
る
素
直
な
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
。

白

井

綾

香

ち
ゃ
ん
(
正
幸

・
な
み

え
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
双
葉
町

昭
和
臼
年
6
月
8
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一

号一
口》

や
さ
し
く
、
明
る
い
子
に
育

っ
て

ほ
し
い
。



み
ん
砲
の
哀
が

E
V

大 会~l 網

平成元年10月広報うおづ(9) 

第

7
回
大
会
を
次
の

要
領
で
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
チ
ー
ム
が
増
え
、

第

6
回
大
会
で
は
訂
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

綱
引
に
、
あ
な
た
も
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
ノ

各
グ
ル
ー
プ
や
職
場
な

ど
の
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
月

5
日
(
日
)

午
前
9
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
種
別

。
地
区
対
抗
の
部

・
男
子
の
部

(
8
人
の
合
計
体

重
刷
匂
以
下
)

・
女
子
の
部
(
体
重
制
限
な
し
)

O
フ
リ
ー
の
部

-
男
子
の
部

(
8
人
の
合
計
体

重
刷
旬
以
下
)

・
女
子
の
部
(
体
重
制
限
な
し
)

O
ジ
ュ

ニ
ア
の
部

-
男
子
の
部
(
小
学
校
4
年
l

6
年
生
体
重
制
限
な
し
)

・
女
子
の
部

(小
学
校
4
年
i

6
年
生
体
重
制
限
な
し
)

マ
参
加
対
象
者
原
則
と
し
て

市
内
在
住
者
。

フ
リ
ー
の

部
は
通
勤
者
も
可
。

ジ
ュ

ニ
ア
は
小
学
生
。

マ
ル
ー
ル
全
日
本
綱
引
連
盟

規
則

(
8
人
制
)

マ
参
加
料
一
チ
ー
ム
:・
千
円

マ
申
込
み
期
限
叩
月
幻
日
(
金
)

マ
要
項
請
求
先
及
び
間
合
先

魚
津
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
(
市

教
育
委
員
会
体
育
課
内
)

g
n
1
2
2
0
0
内
線
制

マ
と
き

地
区
運
動
会
日
程

v

総

m月
1
日
(口
)

大
町

・
村
木

・
下
中
島

・
上
中
島
・

松
倉

・
本
江

・
道
下

・
経
団

・
天

神

・
西
布
施
の
叩
地
区

川
月

8
日
(
日
)

上
野
方

・
片
貝

・
加
積
の

3
地
区

A
Q
E
 

の
動

下
運

の
校

年
町

昨
大

而
剛
川
町
|

「
体
育
一の
密
」認
念
事
業

①
第

M
回
魚
津
市
定
ろ
う
会
大
会

マ
コ
l
ス
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
発

着
点
。

5
M
の
部
、
日

l

川
の
部
が
あ
り
ま
す
。

マ
参
加
資
格
年
齢
、
性
別
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
参
加
費
一
人
一

O
O
円

①
市
営
体
育
施
設
無
料
開
放

教
育
委
員
会
及
び
体
育
協
会
で
管

理
し
て
い
る

・
総
会
体
育
館

・
室
内
温
水
プ
ー
ル

.
市
営
コ

l
ト

・
天
神
山
野
球
場

・
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
各
施
設
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
の

で
多
数
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
間
合
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

E
n
l
2
2
0
0
内
線
仰

一川
鴨
川
源
流
を
訪
ね
て
」
の

川
一

一川
歩
こ
う
会
に
参
加
く
だ
さ
州
一

鴨
川
に
も
サ
ケ
を
呼
ぶ
会
で
は
、
源

流
か
ら
河
口
ま
で
の
約

8
キ
ロ
を
歩

き
、
川
の
成
り
立
ち
ゃ
汚
れ
の
状
況

を
調
べ
、
今
後
の
鴨
川
に
つ
い
て
話
合

う
た
め
の
歩
甲
」
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

O
と
き
叩
月
日
日
(
日
)

8
時
初
分

1
H
時
(
実
施
の

と
き
は
7
時
に
花
火
打
上
げ
)

O
集
合
場
所
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖

前
(
神
明
橋
た
も
と
)

O
参
加
費
(
保
険

・
資
料
代
な
ど
)

大
人

5
0
0
円
、
子
ど
も
無

料
(当
日
集
金
)。
昼
食
持
参
。

O
申
込
期
限
叩
月
日
日

O
申
込
方
法
電
話
又
は
は
が
き
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
、
年
齢

明
記
の
上
、
左
記
へ
。

魚
津
市
諏
訪
町

3
1
7

魚
崎
義
彦
方
宮
勾
|
5
0
6
0

桃山野球場
市スポ少会長杯
争奪野球大 会

15日(11)

22日 (FI)

竹
月
の
歩
こ
う
会

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、

5
日
(
日
)

に
、
パ
ス
で
小
川
寺
下
車
。
小
川
寺

↓
日
尾
↓
御
影
↓
桜
峠
↓
小
川
寺
と

紅
葉
す
る
晩
秋
の
野
山
を
約

U
キ

ロ

余
り
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
8
時

印
分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り

く
だ
さ
い
。

(昼
食
持
参
。

パ
ス
代
は
各
自
負
担
。)

総合体育館
シルバー ・

スポーツ大会

22 日(日)

市婦人バレーポール

リーグ戦開幕

魚津一入善間
駅伝競走大会

18日(水)

18 日(村
から

ライオンズクラブから寄贈された案内板
富山・高岡間

三市ー郡ソフト
ボール大会

29 日(日)
富 山 県駅伝

競走大 会

22 日(日)

29 日(日)
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陸.海・空に最先端技術を駆使
平成元年度富山県総合防災訓練が9月5日に魚津市で実施されました。

豪雨と地震の発生に よる被害を想定してのこの訓練には、防災関係機

関 ・民間団体及び市民が参加して 、万ーの災害に対する訓練を行い、成

功裏に終了しました。

広報うあ、づ平成元年10月

， 

‘フ

勺フれ
斗

j魚主~
亥r-ミ

産卵期アユ

の

急一
応

ゆ

/

恥

ア

ユ

は

9
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
産
卵

…
期
に
入
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
は

F

伽
禁
漁
に
な

っ
て
い
ま
す
。

遺

…
①
全
面
禁
漁
叩
月

1
日
i
7
日

間純

明
①
指
定
区
域
の
禁
漁

思

9
月
初
日

l
m
月
白
日

川
一

1

角
川

l
北
陸
本
線
鉄
橋
か
ら

副

上

流

仰

m
ま
で
の
区
域

訟

2

片
貝
川

・
布
施
川

l
地
鉄
本

払

線

鉄

儲

か

ら

下

流

測

m
ま
で
の

山

持
ち
帰
ろ
う

醐

自
分
の
イ

ド

自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ
は
、
持
ち
帰

糠

し
ま
し
ょ

っ
。
ち
ょ

っ
と
し
た
心
配
り
が
、
野

学

や
山
や
街
を
、
美
し
く
し
ま
す
。

イワナ・ヤマメ

の禁漁

区
域
。

ア
ユ
の
採
捕
許
可
期
間
は
、
6
月

初
日
か
ら
日
月
末
日
ま
で
で
、
そ
れ

以
外
と
前
記
産
卵
期
は
禁
漁
と
な
っ

て
い
ま
す
。

グ
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
禁
漁
グ

ま
た
、

叩
月

1
日
か
ら
翌
年

2
月

末
日
ま
で
、
県
内
全
河
川
で
の
イ
ワ

ナ

・
ヤ
マ
メ
の
採
捕
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

fd 



へトピ

縄
文
土
器
を

焼
き
ま
し
た

教
育
委
員
会
で
は
、
古
代
人
の
生

活
体
験
を
、
と
縄
文
土
器
を
作
る
教
伽

室
を
開
き
、
参
加
者
は
、
自
分
で
作
つ
…

た
土
器
の
野
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。

相
ム
?融制

1
c羽

則
樹
謝
閣
制
銅
器
劃
慣
習

国
民
年
金
で
は
、
叩
月
を

「
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
」
と
し
て
、
「
受

給
権
確
保
」

・
「
被
保
険
者
の
種
別
変

更
等
の
届
出
促
進
」
を
目
標
に
、
制
度

の
理
解
、普
及
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

O
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
国
民

年
金
の
手
続
き
は
大
丈
夫
で
す
か
?

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん

(
初
歳
以
上

ω

歳
未
満
)
は
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と

し
て
、
も
れ
な
く
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

②
加
入
手
続
き
が
済
め
ば
、
ご
主
人

が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
各
年
金
制
度
が
保
険
料
を
負

担
し
ま
す
の
で
、
自
分
で
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
加
入
手
続
き
を
せ
ず
放
置
し
て
お

き
ま
す
と
、
二
年
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
期
間
は
時
効
に
な
り
、
保
険
料
の

未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

婦国
際
交
流
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、

魚
津
区
域
の
婦
人

・
青
年
が
、
区
域

に
滞
在
す
る
外
国
人
と
交
流
の
場
を

も
ち
、
相
互
理
解
を
深
め
よ
う
と
、

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
餅

つ
き
を
楽
し
み
、
午
後
は
、
語
り
合

い
タ
イ
ム
で
交
流
の
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
卒
直
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

叩
人
の
外
国
人
と

m人
の
参
加
者

は
、
お
互
い
に
す

っ
か
り
打
ち
と
け
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
集
い
で
し
た
。

平成元年10月広報うあ、づ、‘，，
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Z玄体全

県民手帳発行
1冊 380円

平
成

2
年
版
「
富
山
県
民
手
帳
」
が
今
年
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

県
勢
資
料
か
ら
身
近
な
生
活
情
報
ま
で
わ
か
り
や
す
く
編
集
し

て
あ
り
ま
す
。

マ
頒
布
価
格

マ
表

紙

マ
申
込
期
限

マ
申
込
方
法

1
冊
捌
円

赤
と
黒
の
二
種
類

叩
月
日
日
ま
で

地
区
の
各
班
で
回
覧
さ
れ
る
申
込
書

で
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
総
務
課
行
政
係

E
n
l
2
2
0
0
内
線
引

マ
間

合

先

縄文土器の野焼きウオーク・ラリー

④
ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
印
鑑

・
年
金
手
帳

・
健
康

保
険
証
等
を
持

っ
て
、
市
国
民
年
金

係
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

。
節
目
節
目
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く
グ

自
営
業
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な

っ
た
と
き
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
自
営

業
者
に
な
っ
た
と
き
、
初
歳
に
な

っ

た
と
き
等
、
そ
ん
な
と
き
は
、
届
出

が
必
要
で
す
。
自
分
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

。
大
丈
夫
で
す
か
っ
・
あ
な
た
の
年
金

国
民
年
金
は
納
め
な
い
と
も
ら
え

ま
せ
ん
。
忘
れ
て
未
納
に
な

育
て
い

ま
す
と
、
万
一
の
場
合
(
障
害
者
等

に
な

っ
た
と
き
)
の
と
き
に
も
障
害

年
金
等
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
方
は
、

至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

守
J
1
-



(12) 

共同募金のお願い

広報うあ、づ平成元年10月

「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る

共
同
募
金
が
今
年
も
日
月

1
日
か
ら

全
国
い

っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
体

の
不
自
由
な
方
や

一
人
暮
ら
し
老
人

の
方
な
ど
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
や
さ
し
さ
を
行
動
で
表
わ
す
も
の
、

そ
れ
が
赤
い
羽
根
で
す
。

昨
年
は
、
皆
さ
ん
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

小
学
生
な
ど
多
く
の
方
が
た
の
ご
協

力
に
よ
り
多
額
の
募
金
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
県
共
同
募
金
会
を

通
じ
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
市
内

日
の
福
祉
団
体
に
配
分
さ
れ
る
と
と

も
に
、
県
下
の
福
祉
施
設
の
整
備
等

に
役
立
た
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
も
皆
き
ん
の
温
か
い
お
志
に

よ
り
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
た
の

幸
せ
が
築
か
れ
ま
す
よ
う
、
戸
別
募

金
、
街
頭
募
金
に
格
別
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

杯
を
、
ま
た
、
戦
後
、
ソ
連
又
は
モ

ン

ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
中

に
死
亡
さ
れ
た
方

(
帰
還
途
上
死
亡

さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。)
の
御
遺
族

で
、
平
成
元
年
9
月

1
日
に
お
い
て

日
本
国
籍
を
有
す
る
方
に
も
内
閣
総

理
大
臣
名
の
慰
労
品
(書
状

・
銀
杯
)

が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

@
恩
給
欠
格
者
の
う
ち
次
の
方
が

た
は
、
こ
の
事
業
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

1
、
思
給
法
で
い
う
旧
軍
人
箪
属

で
あ
っ
て
、
年
金
た
る
思
給
又

恩
給
欠
格
者
及
び
戦
後

ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
に
お
い
て
強
制
抑

留
中
死

t
さ
れ
た
遺
族

の
皆
さ
ん
ヘ

思
給
欠
格
者
の
方
の
う
ち
、
外
地

等
に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算

年
を
含
め
た
在
職
年
が

3
年
以
上
で
、

請
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す

る
方
に
は
書
状
(内
閣
総
理
大
臣
名
)

を
、
更
に
、
初
歳
以
上
の
方
に
は
銀

昨日制品交 宅入曇膨ス嘗

老
人
芸
能
大
会

民
謡
、
踊
、
詩
吟
な
ど
老
人
の

方
が
た
が
、
日
ご
ろ
か
ら
趣
味
教

室
等
で
習
得
し
た
成
果
を
披
露
す

る
第
ロ
回
魚
津
市
老
人
芸
能
大
会

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

は
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の
在
職

に
関
連
す
る
年
金
た
る
給
付
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
方

2
、
恩
給
欠
格
者
の
御
遺
族
及
び

戦
後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に

帰
還
さ
れ
た
方

3
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
上
の
軍
属
「
雇
員
、
傭
人
、

工
員
等
」
及
び
準
軍
属
の
方

(請
求
期
間
)

平
成
元
年
9
月

1
日
か
ら
。
た
だ

し
抑
留
中
死
亡
者
関
係
分
に
つ
い
て

シyνてー・スポーツ大会ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
老
人
相
互
の

ふ
れ
あ
い
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

第
比
四
シ
ル
バ
ー

-
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
、
第

3
回
シ
ル
バ
ー

・
ピ
ン
ポ

ン

大
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

叩

月

日

日

(水
)

午
前
9
時
か
ら

魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
と
こ
ろ

は
、
平
成

5
年

3
月
白
日
ま
で
で
す
。

(請
求
方
法
)

請
求
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

接
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
類
の
送
付
先
及
び
問
い
合

わ
せ
先

干
山
東
京
都
文
京
区
大
塚
5
1
3
1
日

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
(
総
理
府

所
管
)
業
務
第

2
課

宮

ωー
附
|

4
7
0
3
又
は

4
7
0
7

※
な
お
、

請
求
書
類
は
市
役
所
社
会

福
祉
課
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

シルバー・ピンポン大会

叩
月
初
日
(木
)

午
前
9
時
か
ら

市
民
会
館
大
ホ
l

ル

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
つ
り
具
(
カ
ー
ボ
ン
の
投
げ
ざ
お
)

マ
パ

ン
焼
き
器

マ
楽
譜
面
立
て

マ
紙
お
む
つ

(L
サ
イ
ズ
附
枚
)

マ
A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
応
接
セ

ッ
ト

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

マ
シ
ー
ト
車
庫

(Y
l
m
型
)

マ
温
水
洗
じ
よ
う
器

マ

ヘ
ル
メ

ッ
ト
(黒
ホ
ン
ダ
ア
ミ
|
)

.
も
と
め
ま
す

マ
ベ
ビ

l
シ
ー
ト

マ
冷
蔵
庫

※
申
込
み

・
間
合
先

市
総
務
課
不
用
品
活
用
相
談
所

告
②
2
2
0
0
内
線
2
2
1



国
民
健
康
保
険
は
、

相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

。
運
動
々
の
季
節
で
す

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
J
 

…
険
証
に

一

ご
注
意
を

一

月
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
一

今
月
か
ら
保
険
証
が
新
し
く
一

ま
し
た
。
枠
の
色
は
こ
れ
ま
一

オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
水
色
に
な
一

い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

の
で
す
。
と
も
か
く
体
を
動
か
す
こ

と
を
習
慣
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
秋
は
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
あ
な
た

も
早
速
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
の
三
要
素
は
、
栄
養
・休
養
・

運
動
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の

ほ
か
心
の
問
題
(
ス
ト
レ
ス
な
ど
)

も
重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
秋
は
運

動
の
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

日
常
生
活
で
は
ど
う
し
て
も
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
運
動
と
言

っ
て
も
大
げ
さ
に
考
え
な
い
で
、
自

分
に
合

っ
た
簡
単
な
も
の
か
ら
始
め

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
短
期
間
だ
け

行
う
の
で
は
あ
ま
り
効
果
は
な
く
、

少
し
ず
つ
で
も
長
期
間
続
け
た
い
も

平成元年10月

〔スポーツの秋、体をきたえましょう〕

広報うあ、づ(13) 

¥
ー
保
険
税
収
納
率
向
上
特
別
|
|
|
j

f|
対
策
事
業
対
象
保
険
者
に
指
定
一

国
保
制
度
は
保
険
税
に
よ

っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
収
納
率
の
善

あ

し
悪
し
が
そ
の
ま
ま
運
営
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
そ
こ
で
国
で
は
昭
和

日
年
度
か
ら

「保
険
税
収
納
率
向
上

特
別
対
策
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

毎
年
約
叩
%
の
保
険
者
を
対
象
保
険

者
と
し
て
指
定
し
、
助
成
金
を
出
し

て
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
の
は
、
収
納
率
の
低

い
保
険
者
、
収
納
率
の
向
上
が
期
待

で
き
る
保
険
者
で
、
本
年
度
も
全
国

で
仰
の
保
険
者
指
定
の
う
ち
、
本
県

で
は

3
保
険
者
が
該
当
し
、
そ
の
中

に
当
市
国
保
も
入

っ
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
る
と
、
目
標
収
納
率
を

設
定
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に

全
庁
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
休
日

・
夜
間
の

戸
別
徴
収
や
電
話
催
告
、
滞
納
処
分

の
強
化
、
納
付
組
織
の
育
成
強
化
、

口
座
振
替
の
普
及
、
広
報
活
動
の
拡

充
な
ど
で
、
総
合
的
な
き
め
の
細
か

い
対
策
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
の
経
費
は
大
部
分
、
国
か
ら
助
成

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
収
納
率
が
向
上
す
る

か
ど
う
か
は
基
本
的
に
は
国
保
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
か
か

っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
市

国
保
(税
)担
当
と
し
て
も
精

一
杯
の

努
力
を
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

今
後
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
、
国

保
制
度
及
び
保
険
税
納
入
に
つ
い
て

の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〔国保制度は住民の保険税で

支えられています〕

国保創世



(14) 広報うあ、づ平成元年10月

お問い合わせは

魚津市健康センター

(吉島)fi24-3999 

保健だ よ り (10月〉
“無理せずに自分にあった運動を"

ご
利
用
く
だ
さ
い

叩
月
の
休
日
診
療
医

叩
月

一
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-
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念
@
0
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日
間
一
金
一
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花
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院
一
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宮
@
は
3
9
3

料

利

仏

門

川

川

合

@
0
1
2
2

「
J

口
u
一口
u

日
本
医
院

※ 首会機 11寺 I~\J は、いずれも

午前 911寺から午後 511寺

まで。

朝
日
町
泊

8
@
0
4
6
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入
善
町
入
路

8
0
0
2
6
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入
善
町
入
勝

念
。
1
3
5
0

朝
日
町
道
下

合

@
0
3
4
8

入
善
町
入
膳

合
⑪
1
5
8
8

上
市
町
法
音
寺

合
⑬
1
1
8
2

船

橋

村
8
@
1
3
0
1
 

上
市
町
西
中
町

8
0
0
1
1
7
 

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

; ~ 12J 12J I官|日I~ I ~ 同面
金|日|日|日|火|日|日 |芭

5
日
一
日

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後

7
時

i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1

健
康
テ
レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

8
0
7
6
4
|位
|
0
0
0
3
(
富
山
県
保
険
医
協
会
)

内 ~ 量・ 対 象 と き と ー ろ 備 考、 ー
母親学級 (A) 妊婦とその家族 10月27日倒 9 :30-16:00 ーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーー-l昼食をご持参くださし、。

育児サロン 幼児と保育者 10月20日附 10 : 00 -11 : 30 
魚津市健康 I → ツベルクリン J>i.J.ι検伐・

10月12日休) B C G1~やR を ' 1' 11..しま
4か月児健診 4か月児

10月26日休)
13 : 00 -13 : 30 センター す。

』ー→ Jf*しん、おたふくかぜ、

8か月児健診 8か月児 10月11日(水) 13 : 00 -14 : 00 胤しんの出介抜H1)'を

離乳食講習会 中止します。
発行します。
l術フ'ラシとタオ lレをご

1歳6か月児健診 63年 3月生まれの児 10月24日(火) 13: 00 -14: 00 持参くださし、。

股関節脱臼検診 j前3か月児 10月 5日(木) 13:00-13:30 ffi..、 主I t 仇~ 1:住所 お母さんの貧血験1f.b行います。

3歳児健診
61.9.16-61.9.30生まれの児 10月4日(水)

魚、 i~t f拭{住所 }ft(の検作があります。
61.10.1-61.10.15生まれの児 10月18日休)

13 :00-14 :00 

心の健康相談 一般市民 10月24日(刈 13: 30 -15: 00 魚、 i~宅{呆{建内i t人ポケの相談も受けます。

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

10月5日(本) 魚津市健康 訓I f.~!は 10 : 00- 1 2 : 00

(リハビリテーション) 10月19日(本)
10 : 00 -15 : 00 

センター 診祭は13:00-14:00

10月19日(本) 13 :00-14 :00 
魚津市健康 J(IL圧illil定、心屯図、検}ポ

健 康 相 百炎 一般市民 センター 診察が受けられます。

10月17日(刈 10:00-11 :30 百 話~、 ーヰ・1←: JflL圧illil定 ・相li炎

10月2日(Jj)
8:45-10:00 

経団公民館料金 720円

胃がん検診 一般市民 10月26日(本)
ただし、 4月 1日-3

道下公民館 月31日までに40、50、
毎週水曜日 9:00-11 :00 黒音1)保{建所一:60iみになる人、70i:&以

10月 2日(J-j) 経 団 公 民 館 ;上の人は無料

10月26日(木) 13 : 00 -14 : 00 道下公民館 - 子-白・がんは 30í~ìi:も無料
:..1やし込みは 、黒音1)保倒:

子宮がん検診 一般市民
10月31日(火) 道下公民館 所へ52-1224

料金 1，030円

随時
市内産婦人科、病、医院 ただし、 4月 1日-3

申し込みは健康センター 月31日までに30、40、50
60歳になる人 520円

10月 2日(J-j) 経 団 公 民 館 本，.:;(1:1， 130P-J 

ただし、 4 )J 1 1:1 - 3 

乳がん検診 一般市民 10月26日(水) 13 :00-14 :00 道下公民館 )=J 31日までに30、40、50

10月31日(火) 道下公民館
60':r~えになる人、 70，:&以
上の人無料

。がん検診希望者は、実施日 10日前まで魚津市健康センターへお申し込みください。予定数に達し次第締め切ります。

複十字は 、結核予防運動の万国共通の旗印です。結核、や

肺がんなどの胸部に関する病気をなくし 、健康な社会をつ

くるため、毎年世界で募金運動が展開されています。

皆さんのご協力をお願いします。

複十字シール
募金運動に
ご協力ください。



総 偉属議
と き と ー ろ と き と ー ろ} ー

10月 4日ヤド:) 13 : 15 -15 : 00 健康セ ン タ 一⑧ 10月18日や}¥) 9:30-10:00 片 目 ~ 民 官官

10月 6日幽 9:30-10: 10 西布施公民館 10月18日や}¥) 10 : 20 -11 : 00 上野方公民館

10月 6日幽 10 : 20 -11 : 00 天 神 Fム~、、 民 倉吉 10月18日(7}¥) 13 : 15 -15 : 00 道 下 公 民 館⑧

10月11日や，}¥) 9:30-10: 10 松 倉 /]，、h 民 豊富 10月19日(木:) 17:00-20:00 健康セ ン ター⑧

10月11日か，}¥) 10: 20-11 :00 上中 島公民館 10月20日幽 9:30-11 :00 大 町 ~ι「，1J、、 民 皇官

10月13日幽 13 : 15 -15 : 00 下中 島公民館⑧ 10月20日倒 13 : 15 -15 : 00 魚津市民会館⑧

10月17日(刈 9: 30-.11 :00 村 木 ~ 、 民 官官 10月23日(月) 17:00-20:00 魚津市民会館⑧

10月17日(刈 13: 15 -15 : 00 経 田 /ー戸、、 民 館⑧

平成元年10月広報うおづ(15) 

⑧ は成人病健診があります。受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で健診を

受けている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(宮⑮3999)

内容 対 象 と き と } ー ろ 備 考

-第 1期 =3回接種 13 : 30 -14 : 00 
魚津市健康センター

-体温は自宅で計ってきてくだ百日せき … 該 当 地 区

(24か月 -48か月児) 大町、村木、住吉 きい。
ジフテリア 10月 3日(刈 上中島、上野方 -母子健康手帳、印かんを持参-第2期=1回のみ接種
破傷 風 本江

ください。
予 (第l期完了後12か月~ 松倉、片貝、1J日柏

(三種混合) 18か月の問) 10月 6日働 道下、経由、天神 ※接種できない禁忌事項

西布施 l発熱、下痢、または心臓じん

13: 30-14 :00 
魚津市健康センター 臓、肝臓疾患などのために治
該 当 地 区 療している者。

防 大町、村木、住吉
2鶏卵、鶏肉をたべて発しんが10月 9日(月) 上中島、上野方

ポリオ 生後 3-18か月の聞に 2
本江 でた 1)、下痢をしたことのあ

生ワクチン 回実施。
松倉、片貝、力日間 る者。

10月13日幽 道下、経団、天神 3接種前 1年以内に、けいれん

接
西布施

の症状を起こしたことのある
受けなか った

10月20日働
全地区の方 者。

• 3歳ー 5，次児で地殻等へ入 13 : 30 -14 : 00 4過去において、この予防接種
っていない幼リι 第 1回接種 第 2回接種 により、副反応を起こしたこ• 15歳以上、高校、 一般。 10月17日(刈 11月10日位当 坪野小学校

とのある者。
種

(なお、この泊::!Hは1-4 j盟
西布施小学校インフJレ HIJのI}IJ断で2回接航。そ 10月19日(柑 11月13日(月) 5その他、接種を行うことが不れぞれ必当地区の小学校 片 貝 小 学校

エンザ て:"'!N.:けてください。) 10月19日t木) 11月14日(火) 上中島小学校 適当と認められた者は、接種
-後納料金 10月24日(火) 11月20日(}-J) 松倉小学校 できませんので、ご注意くだ※ 3謙一15歳未満!尼無料。

※ 15歳以上、高校、 一般は 10月25日ヤド) 11月21日(刈 住 音 小 学校 さい。1回につき400問。 10月27自在住う 11月21日(刈 経団小学校

マ由 ふく
日に関り学高

制機務職縫議選管議長!時おそ qz 
I 10加あて自に

40歳から健康に心がけ、成人病を |月くるみらつ

予防し、健やかな老後をめざしまし IZOだ方まのい

ょっ。 I日さはヤ生て
そのためにも、健康診査、がん検 |玄い 、十活楽

診 、結核検診をお受けください。 Iき 。 自刀; をし

日
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日
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健診はお済みですか
(成人病と結核検診)

魚津市健康センターより
.今年の健康診査は、おすみですかノ
.成人病は知らないうちにしのびよってきます。
.年に一回は健診を受け健康を確かめてお働きく |

ださし、。
.職場健診のなし、人は、市の健診をこ利用くださ

し、。

※料 金 無料
※内容 結核検診 18歳以上の人

成人病健診 40歳以上の人
血圧、検尿、血液検査(肝臓二コレステロール、 貧血)

なお、詳しい検査が必要な人には、当日、心電
図、眼底検査を行し、ます。受診票・健康手l阪をお
持ちの方はご持参ください。

日中、 ご都合の悪い方は

夜間健診をご利用ください
月 日 時 間 場 所

10月19日(柑 午後5:00-8:00 健康センター

10月23日(月) 午後5:00-8:00 魚津市民会館



お

検定

。検定職種

・特級ー金属熱処理、機械加工、パン

製造など10職種

• 1級、 2級、単 l等級ーさ〈井、工

場板金、婦人子供服製造、和裁、

石材施工、菓子製造、配管、建

築図面製作、塗装など54職種。

。受検申請受付 10月2日-16日

。提出先富山市新富町 2・-4 -22 

富山県商工会館ビル 6階

富山県職業能力開発協会

宮 0764-32-9883

。間合先上記又は富山県職業能力開発

課 ft0764 -31-4111内線532

※申請用紙は、最寄りの商工会議所、商

工会にもあります。

危険物取扱者試験

0試験の種類 甲種 ・乙種全類

。試 験 日 11月19日(日)

0試 験会場 富山工業高校

0受 付期間 10月9日(月)から

10月20日幽 まで

詳しいことは、消防本部予防課まで。

ft24ー0295

10月は育児休業制度普及促進月間です。

雪三言〉
労働省

今、大切lζしだレミもの
ーじどと、J迭と、もご毒事

台育児休業制度とは、女子労働者が一定

期間(1年程度)仕事 を休んで・育児に専

念できる制度です。この制度の良い点

は、女子労働者にと っては子 どもを自

分の手で育てることができ、企業にと

っては労働者の確保に役立ちます。

女労働省では、ほかに女子再雇用制度も

すすめています。

※詳しくは、富山婦人少年室

ft0764-32ー2740へどっぞ。

f 納期案内 1 

| 市県民税 | 

1M3期分の納期限 |
し一一一10月31日です j 

平成元年10月 広報うおづ (16)
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終戦当

通貨・

さんへ こ、憲信ありがとう

乞 ー ございました く敬称略〉

ています 砂社会福祉基金として

税関では、次の通貨 ・証券などをお返

ししています。返還は、ご家族の方でも

申し出できますので、お心当たりの方は

税関へお問い合わせ ください

女終戦後、外地から号|き揚げてこられた

方が、上陸港の税関、海運局に預けら

れた通貨 ・証券など。

会外地の集結地において総領事館などに

預けられた証券などのうち日本に送り

返されたもの。

。間合先伏木税関支署富山出張所

干931富山市東岩瀬海岸通17-2 

富山港湾合同庁舎内

.~ :ø.湾関I開滋;涼{来襲調蜜
実施地域…加積地区 (六郎丸 ・晴海ヶ丘

吉島住宅)。 調査には県認定LPG保

安センタ一新川地区支所調査員が伺

います。 ft24-5340

『ちょっとのお出掛けの時も、

ガス元栓、しっかり確認/J

うおづまつり実行委員会

会長原菊男 26，014円

水島 寄典 双 葉 町 100，000円

砂魚津善意銀行へ ( 9月8日現在)

古金光男新角川一丁目 50，000円

猟沢雅人火の宮町 30，000円

吉野 勉天神野新 10，073円

北山三郎住 吉 10，000円

大崎 富勇 村木町 50，000円

成瀬 勲宝塚市仁川高台二丁目

200，000円

石崎 清則石 垣 30，000円

魚津平安閣北鬼江 40，000円

友田道治 新角川二丁目 5，000円

浜浦紘一六郎丸 100，000円

岩城 豊治諏訪 町 50，000円

魚津保育園職員一同 3，278円

大野恵子 富 山 市 3，000円

水白澄子本町二丁目 50，000円

小前勇 宮津 50，000円

谷川寛徳真成寺町 10，000円

有沢武雄 本町二丁目 5，000円

浜 田悦朗浜経団 100，000円

宮崎 勉本町二丁目 50，000円

橋本 勇 新金屋二丁目 30，000円

10月2日-8日は

包臨寝間包固冒す

道路標識は道路の安全快適な利用の

ための重要な施設です。正しい情報を

読みとり安全なドライブを心がけましょう。

〈医薬晶副作用被害救済制度〉

-この制度は、医薬

品副作用被害救済 ・

研究振興基金法に基

づく公的制度です。

-制度の仕組みを解

説したパンフレ ッ ト

及び請求用紙を無料

でお送りします。

医薬局副作用被害救済・研究振興基金総務部企画課相談係

干170東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 26階

ft 03-988-21 01 (代表)

〈ご利用ください〉キャプテン・サービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー水族館無料休憩所一
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富山大学経済学部では、働きながら 4

年間で経済学士の称号が得られる夜間主

コースの入学生を募集します。

・入学定員 経済学科、経営学科、経営

法学科各20名。

。高校推薦と社会人特別選抜は小論文と

面接を中心にして選抜します。

・出願期間 11月11日仕)-11月17日幽

・選 考 日 12月 3日(1二1)

。一般選抜は大学入試センタ一試験を受

験することが必要ですが、富山大学個別

学力検査は行いません。

・出願期間 1月22日(月)-1月31日休)

詳しくは、富山大学経済学部教務係へ

宮 0764-41ー 1281内線2455

職自uセシターの一一一ー
ーζ 実蚕話教室

0講師金藤 典子先生

0とき 毎週木曜日(月 4回)

0受講料等

・小学生 5名(午後 5時-6時)

富山職業訓練短期太学校

平成ε年度

=学金募集要項=

o定員(100名 )機械系 40名

電気系 40名

インテリア系 20名

修業年限2年 、男女不問

。資格 高等学校を卒業(来年 3月卒業

見込みを含む)の者又はこれと同等

以上の学力を有すると認められる者

。受付 期 間 平 成 2気 1月17日体)-

2月7日休)

0試験日平成 2年 2月16日幽

0合格発表平成 2年 2月26日(月)

0試験科目 外国語 (英語 1) 

数学(数学 I・基礎解析)

0受験料 13，000円

0授業料 188，000円、入学金不要

。間合先魚津市川縁1289-1 

富山職業訓練短期大学校学生課

ft24-5552内線221-2

NHK学園の秋の生

=通信講座受講:;ぬ

教養と趣味を深めるための通信講座で、

57の講座があります。

書道、写経、語学(英語、仏語、独語、

スペイン語、中国語)、俳句、短歌、川柳、

古典、文章、ゴルフ、囲碁、将棋、園芸、

料理、ちぎり絵、水墨画、木版画、硬筆、

折り紙等

0募集期間 10月末日まで

0詳 しい案内は先にハガキで下記にご請

求ください。

1 .〒186-01 東京都国立市富士見台

2 -36 N H K学園 8E51係

2.干659兵庫県芦屋市船戸町 4-1 

-303ラボルテ内 NHK学

圏西日本センタ-8 E61係

ハガキに、希望講座名、あなたの住所、

郵便番号、氏名、電話番号をお書きくだ

さい。案内書は無料です。

電話でも受け付けます。

宮 0425-72-3151(代表)

自 衛隊関係各種学校

月額 4，500円 ! @防衛医科大学校及び防衛大学校 ・受付期間 10月 2日-11月21日

・初級10名(午後 6時-6時45分) I ・受験試格 高卒(見込み含む) @ 自衛隊生徒

月額 5，000円 I 21歳未満の男女(ただし、 ・受験資格 中卒(見込み含む)

(10月から 12月まで) ! 防衛大学校は男子のみ) 17歳未満の男子

・中級 5名 (午後 7時-8時) I ・受付期間 10月 2日-10月25日 ・受付期間 11月 1日~平成 2年 1月 5

月額 6，000円 ! @看護学生 日

0申込先魚津地域職業訓練セ ンター | ・受験資格 高卒(見込み含む) ※間合先 自衛隊魚津募集事務所

(川縁)ft24 -9579 ! 22歳未満の女子 宮 24ー1036

認 涼めで-.u環濠ぞと!ぐ:求人情報〉 探じでい:ま !す~~~求職情報乞三j
性別 職 種 年齢 賃金 地区 人員 資格等 性別 希望職種 年齢 賃金 希賃望金 免許・資格 前職・経験等

石販油製品売の 16-45 12.8-1万6円8 吉島 2 普免 必邑以. 業 21 本新町
万円

普色検免物 2級 化造学3年薬品の製
15 

大池割場運、普転通手 18-50 19.2-25.0 三ケ 5 大免型許所、普有通者 広イ告ナーデザ 23 港町 14 普免 1Cの""'7"';/設ク計ス
パターン

男 機フラ械イスエ工 18-40 11.6-20.0 三ケ 2 経験者優遇 男 機械工 18 吉島 10 機l械年部品作り

修理 工 20-40 13.7-21.2 住吉 2 E普を備免、工自動3級.!I1 水産物加工 34 三回 15 大型 食品製造2年

機機械械組設計立 20-35 13.5-22.0 三ケ l 経験者優遇 事務員 26 浜経団 16 普教免貝免許 総務 3年

部品取付工 18-65 10.0-12.。大海寺野 5 不問 事務員 24 上口 10 普簿免記、2珠級算:2級 予6年約受付業務

加工包装作業 18-50 9.9-11.8 本新 3 11 一又は般販事売務i貝 22 東尾崎 10 普免 設4年計トレース

女 販売員 18-45 10.0-11.。中央通り 2 11 女 一般事務 27 浜経団 10 小普学免教、珠貝算資3絡級 シンスプテラムンキナッーチ

{呆 母 20-40 10.5 双葉町 2 保母資格 一般事務 25 三ケ 12 普簿記免、1珠級算I級 内カウ勤ン事タ務ー及2年び

苦サ笑母ービ(デス)ィ 20-35 10.8 大光寺 1 不問 一般事務 25 中灸通り 10 普簿免記、2珠級算2級 事務 5年
」ー L 一一 一

※詳しくは、魚津公共職業安定所 (ft24一0365)へお問い合わせください 求人テレホンサービスft24-8841 男子(月~木)、女子(金~日)

(ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600

学歴

高校

高専

中学

高校

大学

高校

11 

大学

高校

11 
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市ふるさとの詩・句・歌集と 申

金光奇育文庫展
とき 10月 27 日(金1~11 月 9 日(木) : 

ところ魚津市立図書館視聴覚室

同津市長問三(号青 af 4言
甫)氏の句[111'.が、本年 7月1日 ~曙盃圃匝~・"，~ "¥， 喝画lIr"

毎日役所前公園喝され、そ S 主事議tULdah!? 
れに合わせて同氏から俳句関係届経過bR強与ゐ必.WjAIII-

§図書が多数寄贈されました。 量墜J ， A lj Jごち管語調主‘ ・l・.-iI・v
図書館では、これを金光青甫留弘らOb議雛ぶ、， : 

骨文庫と して一般併閑吟する置踏段以絡jU哩穏 と金
圃圃監烹虫剤~~可盤益ピ魯'~I詩 句 光

ことにしており、今回これを記園圃軍 ; 高齢b.. ~完温~ 碑邦
ID週・匝司liIY~: T-・・ら ー宵開園園田F司図宣 = 

:念して見出しの展示会を開催す 蕗置較?2.当遍- ~ 
; ることにしました 。 皆さんのご 市画 町!~~.，.，-，. ー ベ可開園E
?来館をお待ちしております。 値盈翠与姐磁石孟=2怠

編

雪

集

千愛

7
i
8
月
が
典
型
的
な
真
夏
だ
っ

た
と
す
れ
ば
、
9
月
は
秋
の
長
雨
の

見
本
の
よ
う
な
月
で
し
た
。

こ
れ
で

叩
月
が
き
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
小
春

日
和
と
く
れ
ば
、
季
節
の
け
じ
め
が

き
っ
ち
り
つ
く
と
い
う
も
の
。
好
天

せ
つ

を
期
待
す
る
や
切
、
の
思
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
魚
津
出
身
の
方
の
子

孫
で
、
先
祖
の
地
を
見
て
お
き
た
い

と
訪
れ
る
方
を
時
折
お
見
か
け
し
ま

す
。
今
は
他
県
に
出
る
こ
と
に
特
別

抵
抗
も
な
い
よ
う
で
す
が
、
明
治
期

に
北
海
道

・
東
北
あ
る
い
は
栃
木
県

の
那
須
野
原
な
ど
へ
移
住
さ
れ
た
方

が
た
に
と
っ
て
、
魚
津
は
格
別
の
感

懐
の
地
で
あ
る
よ
う
で
、
当
地
と
の

交
流
を
望
ん
で
お
い
で
の
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
折
が
あ
れ
ば
本
紙
で
も

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
M
)

口市の人8月 1日現在の

市の人口の訂正

印刷/魚津印刷株式会社

9月1日現在

人 (前月対比)

23，883( +46) 

25，898( +42) 

49， 781( +88) 

13，978世帯

計

世帯数

人口(男)

(女)

先月掲載の人口

を次のとおり訂正

します。

男 23，837 (+ 16 ) 

女 25， 856 (+ 16 ) 

計 49，693 (+ 32 ) 

世帯数13，928世帯

編集/企画広報室


